
２０１７年度小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

向日葵会 
代表者 中澤 博子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

地域住民が主体となって設立した保育園を母体とする法人です。そして、保育園

設立に奔走した親たちが中心となり、地域住民と協力して「自分たちが入りたい

高齢者施設」を創りました。現在、２つの保育園の他、デイサービスセンター、

小規模多機能、居宅介護支援センター、地域包括支援センターを運営しています。 
事業所名 

小規模多機能型居宅

介護事業所ひまわり 
管理者 山田 恭史 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 ３人 ０人 ３人 １人 人 ４人 １人 １３人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

私たちのケアの根拠や実践の意

味をチームとして共有する取り

組みを進めるとともに、ケアや実

践の評価において数値化できる

ものは数値化する。 

月１回開催のケア会議の資料とし

て「〇月度報告」に整理するとと

もに、進捗状況表を作成したが、

全体に共有しきれなかった。 

特にありませんでした。 利用者ひとりひとりのケアプラ

ンに基づいたチームケアを目指

すために、月１回開催のケア会

議を充実した場にします。また、

研修に参加しやすい環境や条件

整備に努めます。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

小規模多機能ひまわりの存在や

具体的な場所・機能が一目でわか

るような掲示を工夫して増やす。 

小規模多機能の機能である「通い」

「泊り」「訪問」の文字を入れ、小

規模多機能ひまわり単体の掲示を

追加した。 

玄関の鍵は防犯のために夜間に施

錠している。 

特にありませんでした。 引き続き、小規模多機能ひまわ

りの存在とその機能をわかりや

すくお知らせする工夫、利用者

の家族、友人、知人がちょっと

訪問したいと思えるような環境

づくりをすすめます。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

地域の行事やイベントに利用者

が参加すること自体が小規模多

機能ひまわりの周知に繋がると

捉え、更に積極的に参加してアピ

ールする。 

極近隣の方やひまわりにかかわり

のある方から法人向日葵会やデイ

サービスを通して、または並木地

域包括支援センターに相談すると

いった事例があった。 

「事業所と利用者のかかわり

ならわかるが、事業所と地域

とのかかわりはわかりませ

ん」「本人がその日にあったこ

とを話すわけではないので、

地域とのかかわりについては

わかりません」 

ケアマネジャーの訪問、送迎時

のご家族とのかかわり、ケアな

どの際に、地域生活という視点

でのコミュニケーションを意識

的に行い、プログラムなどに繁

栄させます。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

利用者が地域に貢献している喜

びを実感できる機会を持つ。 

一人暮らしの利用者を中心に、年

１回は近隣の方と公的機関を含

めて情報共有する機会を持つ。 

利用者本人が住んでいる地域の方

を交えた「会議」として実施はで

きなかったが、近隣の方と連絡を

取り合いながら対応した事例があ

った。 

「一般の方にも施設の行って

いることや良さを PR するこ

とが大切なのではないか」

「PR する対象者を考える必

要がある」「ひまわりの掲示板

をもっと活用する」「バザーの

チラシ配布する時に PRする」 

リーフレットや「ひまわり通信

（小規模多機能 Ver.）」（仮称）

の作成を目指し、中新井地区の

公共機関（社会資源）に配布・

設置を依頼します。また、掲示

板に掲示したり、バザーのチラ

シなどと一緒に配布したり、地

域に PR します。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議においていろいろ

な話ができるような座談会の場

を設けるなど、その運営を工夫す

る。 

今年度は５回開催。「サービス評

価」論議中心の会議形式が２回。

デイとの合同行事の「納涼際」と

「防災訓練」、小規模独自プログラ

ムの「秋の味覚“秋刀魚の炭火焼

き”昼食会」への参加と懇談会形

式が各１回計３回実施。 

運営推進会議で出た意見は、検討

して実現可能なものは改善につな

げている。 

「個人情報の観点から施設か

らの発信は難しいので、施設

側以外の参加者から発信があ

ると良いと思います」 

運営推進会議の場を通して、ま

たデイサービスセンターひまわ

り、第２ひまわりとともに、地

域社会への貢献について実践的

に模索していきます。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

自治会主催の防災訓練に参加す

るとともに、職員の夜間防災避難

訓練を実施する。 

日中のデイとの合同防災避難訓

練に参加を呼びかけ、防災計画に

ついて説明する機会を設ける。 

自治会主催の防災訓練に職員１名

が代表して参加。職員のみの夜間

防災訓練を実施。日中のデイとの

合同防災訓練を実施。 

事業所の防災計画（火災・風水害・

地震等）は、防災避難訓練計画と

いう形である。防災訓練当日説明

した。 

特にありませんでした。 夜間を含めて、利用者ひとりひ

とりの状況に即した避難方法を

検討し、それらを想定した訓練

を実施します。 



 


